
2024年度上期（2024年4月～9月）の
状況について
2024年度上期、当社グループの鉱山・製錬所の生産は
期を通じて概ね計画どおりに進捗しました。材料事業で
は、車載用電池材料の需要が底堅く推移したほか、電子部
品向け部材の在庫調整が進んだことなどにより、需要は
回復基調に転じました。
非鉄金属価格については、銅価格は一時下落基調で推
移しましたが、当会計期間末にかけて上昇に転じました。
ニッケル価格は、供給過剰の状況が続き、全般として弱含
みで推移しました。金価格は、地政学的リスクの高まりな
どにより上昇基調で推移しました。

2021年中期経営計画期間に進めてきたプロジェクト
については、ケブラダ・ブランカ銅鉱山開発プロジェクト
（チリ）で、今年8月に建設作業が完了し本年末のフル操
業を目指しています。また、今年3月に生産を開始したコ
テ金鉱山開発プロジェクト（カナダ）では、順調に金の生
産を立ち上げており、本年末の設計能力90％到達を目指
しています。電池材料事業では、建設を進めてきた新居
浜工場（愛媛県）の主要設備が完成し、試験操業を開始し
ています。

このほか、今年9月には車載用電池からニッケル・コバ
ルト・リチウムを回収する新プラントの工事を開始してお
り、2026年の完成を予定しています。また、パワー半導
体材料である貼り合せSiC（シリコンカーバイド）基板の
量産ラインの構築に向けた工事を進めています。

このような中、2024年度上期の業績は、主に銅・金価
格の上昇と円安の影響により前年同期と比べて増益とな
りました。中間配当については、配当方針「年間の配当性
向は原則35％以上、下限指標はDOE（株主資本配当率）
1.5％」に基づき、株主資本配当率による49円を中間配
当額といたしました。

株主のみなさまへ
世界経済の先行きは不透明さが増しており、今後が見
通しにくい状況が続いています。このような中でも、当社
は長期ビジョンの実現に向けて成長戦略を推進すること
により、企業価値の最大化に努めてまいります。株主のみ
なさまにおかれましては、引き続き変わらぬご理解とご支
援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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第100期 中間報告書
2024年4月1日̶2024年9月30日

株主のみなさまへ
株主のみなさまには、平素より格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
ここに、当社第100期中間連結会計期間（2024年4月1日から2024年9月30日まで）
のご報告を申し上げます。

代表取締役社長 松本 伸弘
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株式メモ

■事業年度
　毎年4月1日から翌年3月31日まで

■株主総会
　定時株主総会／毎年6月　 
　臨時株主総会／必要の都度

■資格基準日
　定時株主総会／3月31日　 
　期末配当／3月31日　 
　中間配当／9月30日

■株主名簿管理人および特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社

■株主名簿管理人事務取扱場所
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
［郵便物送付先］

［電話照会先］
［ウェブサイト］

TOPICS トピックス

当社は、10月21日に子会社の住鉱エナジーマテリアル株式会社（福島
県）の設立10周年記念式典を開催しました。式典には、経済産業省・復興
庁・福島県・楢葉町などの行政・地域の関係者や、取引先、住友金属鉱山グ
ループ関係者など約140名が参加しました。
住鉱エナジーマテリアルは、車載用電池材料である正極材の生産拠点と

して2014年に設立され、2016年に生産を開始しました。今後も、地域・
地元企業と積極的に連携して事業成長を推進することで、東日本大震災後
の福島県の地域復興・発展への貢献を目指します。

車載用電池材料の生産拠点 住鉱エナジーマテリアル
設立10周年記念式典を開催

2024年10月

当社と当社子会社の株式会社サイコックスは、鹿児島県伊佐市の工場にパ
ワー半導体材料SiC（シリコンカーバイド）大口径８インチ基板の量産ライン
を構築することを決定しました。この貼り合せSiC基板「SiCkrest®」（サイク
レスト®）は、独自の接合技術を応用してウエハーを２層化することで、性能
と低コストを両立させた製品です。
SiCは従来のシリコンより機能性に優れ、今後の市場拡大が期待されてい

ます。SiCkrestについて、「統合報告書2024」P.70でも紹介していますの
で、ぜひご覧ください。

パワー半導体材料SiC基板「SiCkrest」の
大口径８インチ量産ライン構築を決定

2024年9月

貼り合せSiC基板「SiCkrest」

式典の様子
（中央：ごあいさつをする当社代表取締役社長 松本伸弘）

「統合報告書2024」と「サステナビリティレポート2024」を発行
当社は、事業活動の情報開示において、グループの価値創造プロセスを中心に財務・非財務両面の情報

をまとめた統合報告書と、詳細なデータを含め幅広い非財務に関する情報をまとめたサステナビリティ
レポートの２冊を発行しています。ウェブサイトにてぜひご覧ください。

https://www.smm.co.jp/sustainability/library/sustainability_report/
サステナビリティレポート2024

https://www.smm.co.jp/ir/library/integrated_report/
統合報告書2024

統合報告書2024

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

0120-782-031
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/


